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歴史文化情報研究室 

 

１、重要なポイント 

（１）日本の歴史の研究室です。あつかう資料は「非文章（非文書）」資料です。基本的な研究

法は、データの分類分析による文化比較です。 

（２）たくさん本を読んで、たくさん文章を書きます。文章は、パソコンのモニターを見て仕

上げるのではなく、必ずプリントアウトして、手書きで推敲して修正してから提出します。ゼ

ミでは各自の卒論の各章や各節を読み合わせます。 

（３）対象とする時代は、講義でおこなっている平安時代から安土桃山時代までがメインで、

最大に幅を広げた場合の時代は、弥生時代から江戸時代です。 

（４）基本的な進め方 

①テーマに関係する先人の研究を学ぶ→先行研究の本を読む 

②これまでの研究を文章にまとめて、その到達点と課題を整理して研究目的を明確にする 

③研究に必要な資料（「形のあるもの（絵も含みます）」）を「たくさん集め」て、その画像を

「スキャン」して「デジタルアーカイブ」する 

④それらの画像を見比べて、資料を自分の視点でまとめ直し、特徴を見つけ、分析項目を決

める→資料の特徴が他者にわかる説明の文章を書く 

⑤分析項目毎に特徴をデータ化してデータ分析をおこなう 

２値化などをして多変量解析（クラスター分析や対応分析など）で分類したり 

デジタルマップで分布図を作成して視覚化したり 

 ⑥分類の結果の歴史的な意味を、時代差や地域差や階層差などをふまえ仮説をたてる 

 ⑦その仮説に対して先行研究をふまえた考察をおこなう→研究目的の達成 

（５）卒論の初稿の提出は、例年 11月 20日で、12000字以上です。12月はさらにデータのチ

ェックをして再分析をして、付図・付表の編集をして、原稿を相互に読み直して、超多忙です。 

（６）すでに研究テーマのイメージを持っている人もいると思いますが、面接希望者は、後日

MK513ドア横に掲示する「面接要領」を熟読し、あらためて、自分がテーマにしたい「形のあ

るもの（絵も含みます）」や研究目的などを考えおいてください。 

（７）配属が決まったら、３回生の年末までに、各自がイメージした「形のあるもの（絵も含

みます）」が、どのような研究につながるかを、個別に相談をして、各自の課題図書を決め、年

明けに、その本の要約レポートを提出してもらいたいと思っています。 

（８）卒業研究は皆さんの仕事です。教えてもらうことをするのではなく、自分で目的をさだ

め、必要な資料を自分で探して集め、それを自分で考えて分析して、なによりもそれを文章に

してメンバーの意見を聞きながら試行錯誤することがポイントになります。その意味で卒業研

究は、皆さんの予想以上に手間と時間のかかる仕事です。数多くゼミに参加して、地道な作業

を繰り返し、研究を積み重ねることが、完成にはとても大事なことになります。 



２、おおまかなスケジュール 

１～３月：随時テーマ相談～仮テーマ決め 

４～７月：登録・基本的に火曜３・４のゼミで研究計画書作成・研究計画書提出 

８～９月：各自で資料収集・調査など 

10～12 月：コロキアム発表・資料整理・分析・考察・編集・読み合わせ・点検・卒論提出 

１月：試問会 

３、これまでの卒論テーマとなった「形のあるもの（絵も含みます）」 

「平安貴族邸宅」「装飾古墳の図文」「大和の前期古墳」「百舌鳥・古市古墳群」「大和にお

ける古墳時代後期」「四隅突出型墳丘墓」「前方後円系古墳」「終末期古墳」「飛鳥の宮」「纒

向遺跡」「蔵屋敷」「主図合結記」「京都藩邸」「草戸千軒町遺跡」「戦国城下町」「洛中洛

外図屏風」「鯰絵」「一遍上人絵伝」「参詣曼荼羅」「家紋」「蓮華文軒丸瓦」「小袖の文様」

「伽藍配置」「懸造」「法華宗寺院」「寺町と御土居」「近世京都の名所図会」「グスク」「山

城」「織豊期城郭」「渡来銭」「山車」「七不思議」「白山信仰」「聖徳太子信仰」「染付文

様」「乾山の作品」「遠州七窯」「肥前系染付皿文様」「緑釉陶器」「平安時代庭園」「臨済

宗寺院庭園」「鐔文様」「定朝様式」「東国の寺院」「人物埴輪」「目貫」「近世城郭」「江戸時

代の温泉番付」「近世宿場町」「政略結婚」「合戦図屏風」「変り兜」「地獄絵」「風呂敷文様」 

４、昨年度のテーマ 

『諸国産物大数望』にみる近世上方の庶民が好んだ食品の特徴 

構成要素で見る百鬼夜行絵巻の分類 

禅宗寺院庭園の分類と作庭家ごとの特徴 

江戸時代における結髪の分類研究 

建築構造からみる神社本殿の特徴分類 

近世城下町の分類研究 

観音像の時代ごとの特徴の変遷 

京都の伝説にみる異界と人々の認識 

『名所江戸百景』にみる江戸の橋周辺の特徴 

当世具足の胴の分類から見る新たな特徴 

『大日本神社佛閣參詣所觔』にみる江戸時代の名所に対する意識 

尾張と美濃と三河における織田勢力の山城の特徴 

中世寺内町における環濠城塞都市の系譜 

江戸時代における装飾からみる小柄の変遷 

５、面接と問い合わせ先 

「面接要領」は後日 MK513のドア横に掲示（熟読・要予約）  鋤柄俊夫、tsukigar@gmail.com 

mailto:tsukigar@gmail.com






Digital Humanities Laboratory

ਓจใֶࣨڀݚ
Տɹজ

1 ֓ཁ
ਓจใֶʢDigital Humanitiesʣͱɼྺ࢙తͳจݙɾਤɾࣸਅɾֆըɾԻָͳͲɼ
ैདྷͷਓจՊֶͷରʹఆྔతڀݚΛಋೖ͠ɼ৽ͨͳղऍͷՄੑΛఏࣔ͢Δ͜ͱΛ
తͱ͠·͢ɽຊࣨڀݚͰɼʮཧͱํ๏ʯΛ߹ݴ༿ʹɼจԽݱʹ͢ࡏΔҙຯɾղ
ऍɾ๏ଇੑΛՊֶతʹੳɾهड़ɾද͢ݱΔͨΊͷڀݚΛ͍ߦ·͢ɽ
ຊࣨڀݚͰɼ֤ʑ͕ؔ৺Λͭ՝ʹରͯ͠ɼղܾʹඞཁͳಓ۩ΛࣗΒଗ͑ͯੳ͢
ΔྗΛཆ͏͜ͱΛ͠ࢦ·͢ɽ

2 ؒܭը
• ि 1ճͷશମθϛͱɼҙʹݸผθϛΛ࣮ࢪ
• य़ֶظཧతͳจষͷॻ͖ํΛशಘɼੳख๏ͷཧ
• ळֶظଔۀจͷࣥචɼਐใࠂɼޱ಄ൃද࿅शΛ࣮ࢪ

02݄ ςʔϚͷબఆڀݚΘͤʗ߹إ
03݄ ըҊఏग़ܭڀݚ
04݄ શମθϛ։࢝
05݄ ઌڀݚߦͷௐࠪ
06݄ ςʔϚͷܾఆڀݚൃදʗߏ
07݄ ըॻͷࣥචܭڀݚ

08݄ ༧උௐࠪʗσʔλͷऩू
09݄ θϛ߹॓ʗσʔλͷੳ
10݄ ଔۀจࣥච
11݄ தؒൃද
12݄ ଔۀจఏग़ʗإ߹Θͤ
01݄ ଔۀจࢾձ४උʗࢾձ

3 ଐͷͨΊͷ໘ࣨڀݚ
จԽֶݯࢿίʔε͕ఆΊΔଐํࣜʹଇΓܭڀݚըΛૹ͍ͯͩ͘͠͞ɽ·ͨɼϛε
ϚονΛ͙ͨΊʹ 5ఔͷ໘Λ࣮͠ࢪ·͢ɽڀݚ՝ͷ࣮͓ੑݱΑͼ۩ମੑͷઆ໌
ʹରͯ͠ධՁ͠·͢ɽຊࢴͷ QR ίʔυ͔Βࣄલʹ໘ر࣌ΛෳΛ͓ૹΓͩ͘͞
͍ɽر͕࣌গͳ͍߹ɼ໘Ͱ͖ͳ͍߹͕͋Γ·͢ɽ

4 աڈͷଔڀݚۀςʔϚ
˙ 2016ଔۀੜ

• ൺֱྔܭͷࠩҟʹؔ͢ΔςΩετͷߏޠখઆͱ࣮ࣸөըʹ͓͚Δ࡞ݪ
• ͷղ໌ؔڹͷӨޮۀ࡞ใͱޠݴௌऔʹ͓͚Δۂָ
• ֎৯ۀ࢈ʹ͓͚ΔίετύϑΥʔϚϯεͷධՁج४ͷղ໌
• ຊͷώοτۂʹ͓͚Δతಛͷղ໌ — 1960–2010·ͰͷՎࢺͷྔܭੳ
• ϫΠϯ൷ධςΩετͷྔܭੳ — ੜ࢈ʹΑΔຯΘ͍ͷൺֱ
• ອը࡞ʹ͓͚Δྔܭతੳख๏ͷཱ֬ — ਪཧອը͔Βͷߏޠͷநग़
• ຊԻָʹ͓͚Δେہతߏͷநग़ — ௐੑผΞϧΰϦζϜͷ࣮ͱద༻



˙ 2017ଔۀੜ
• ਧସ༸ըʹ͓͚Δ༏ͱആ༏ͷԻԋٕٕज़ͷൺֱੳ
• ࣮ࣸөըʹ͓͚Δ࡞ݪͷഔମ͝ͱͷ࡞ΛධՁ͚ͮΔཁҼͷҧ͍ͷղ໌
• ͷࠩҟͷநग़ߏޠখઆͱϛϡʔδΧϧөըʹ͓͚Δ࡞ݪ
• ϕʔτʔϰΣϯΛத৺ͱָ࢛ͨ͠ݭॏͷൺֱੳ
• ଧٿͷํͱඈڑʹߍߴͮ͘جٿͷউഊ༧ଌ
• ϚϯυϦϯͷτϨϞϩ๏ʹ͓͚Δॳ৺ऀͱख़ୡऀͷྔܭൺֱ
• όΠΫ൷ධͷྔܭੳ — ΑΔόΠΫͷछྨͷൺֱʹ༺ኮͷޠ
• ຊͰώοτͨ͠ CDΞϧόϜʹ͓͚Δۂॱͱςϯϙͷൺֱ
• ΞΫηεϚοϓͷੜޫ؍ܕΔબ͚͓ʹݝޱࢁ
• ຊͷίϯγϡʔϚʔήʔϜࢢʹ͓͚ΔΩϥʔιϑτͷྔܭੳ
• ഡඌ࡞ʹ͓͚Δਓؔͷಛͷղ໌
• ຊͷώοτۂʹ͓͚ΔΘΒ͏ͨͷϦζϜߏͷநग़
• ౦ຊͷຽଏԻָʹ͓͚ΔଠޑͷϦζϜύλʔϯͷྔܭൺֱ
• εϚʔτϑΥϯͷച্ϥϯΩϯάʹ͓͚Δ֎ݟతಛͷղ໌
• ৭ͮ͘جʹ࠼Ϗʔϧ൷ධͷྔܭൺֱ
• ͷൺֱੳߏయϐΞϊɾιφλʹ͓͚Δݹ
• ຊͷྲྀߦՎʹ͓͚ΔϝϩσΟͷܦมԽͷղ໌
• TwitterͷϋογϡλάΛ༻͍ͨԻָδϟϯϧͷؔ࿈ੑͷੳ
• SNS্ʹ͓͚Δխָͱָʹର͢ΔՁ؍ͷൺֱ
• ՎͷԻҬͷҧ͍ʹΑΔҹධՁͷൺֱੳ
•ʬڙࢠͷܠʭͱʬڙࢠͷྖʭͷൺֱʹΑΔʮڙࢠΒ͠͞ʯͷղ໌

˙ 2018ଔۀੜ
• ͷਪఆۂͱԻՁʹணͨ͠ෆৄߴඒՎͷԻࢍ
• ԻఔਪҠͱԻՁʹணͨ͠ΫϥγοΫԻָͷओͷൺֱੳ
• Voglerͷʮӳ༤ͷཱྀʯʹͮ͘ج ͷநग़ߏޠϛϡʔδΧϧͷݩ࣍2.5
• ಉࣾࢤେֶϚϯυϦϯΫϥϒʹ͓͚ΔԋձϓϩάϥϜͷભҠͷྔܭੳ
• ϓϩஂٿٿͷϩΰϚʔΫʹ͓͚Δ৭࠼ͷੳ
• ςτϥίϧυͷมԽ͕ਓʹٴ΅͢ҹͷੳ
• ܗͷಛྔΛ༻ָ͍ͨۂͷྨੑࣅͱ৭࠼දݱͷରԠؔͷੳ
• J.S.Bachʹ͓͚Δίϥʔϧͷͱ֎ͷྔܭੳ
•ʰ໊୳ఁίφϯʱʹ͓͚Δਧ͖ग़͠ͷ໘ੵͱจྔࣈͷൺֱੳ
• σΟζχʔ࡞ʹ͓͚ΔϓϦϯηεͷঁੑ૾ͷྔܭੳ
• Brucknerͷަۂڹʹ͓͚Δओͷൺֱੳ
• ອըλΠτϧͷจࣈछʹணͨ͠ࡾେग़൛ࣾͷൺֱੳ
• ຊ֤ʹ͓͚Δಛ࢈Λ͑ࢧΔܗۀ࢈ଶͷൺֱੳ

5 ؔ࿈ਤॻ
ؔ৺ͷ͋Δํɼ࣍ͷਓจใֶͱؔ࿈͢ΔಡΈʹΛ௨͍ͯͩ͘͠͞ɿ

• Aiden, E., and Michel, J-B.: Uncharted: Big Data as a Lens on Human Culture. River-
head Books. 2013. ʢh ΧϧνϟϩϛΫε —จԽΛϏοάσʔλͰܭଌ͢Δʱࡕຊ๕ٱ༁ɼ
ɽ2016ɽʣࣾࢥ

• Burdick, A., Drucker, J., Lunenfeld, P., Presner, T. and Schnapp, J.: Digital Humani-
ties. MIT Press. 2016.

• Manning, C. and Schuetze, H.: Foundations of statistical natural language processing.
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ग़൛ɽ2017ɽʣཱڞ
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• Temperley, D.: The cognition of basic musical structures. MIT Press. 2001.



芸術史研究室 （担当：中安真理） 

この研究室は、人間の文化的な営みの足跡を、美術史・音楽史などの芸術史の研究を通じ

て明らかにすることをめざします。 
美術史 ― 美術作品を調査研究し、その歴史的展開を跡づける学問 
音楽史 ― 音楽とそれに関連する様々な資料を歴史の観点からとらえようとする学問 

■研究対象 

 日本や中国を含む東アジアを中心とした美術作品（絵画、彫刻、工芸など） 
 日本や中国を含む東アジアを中心とした音楽の歴史に関する資料（楽器、絵画に描かれた

奏楽場面、文献史料など） 

■研究の流れ 

１．研究対象にしたい美術作品、作者、資料などを選ぶ。 
２．その対象について、先行研究、つまり先人が積み重ねてきた研究の成果である学術論文・

研究書を自分で調べ、数多く読み、その内容を理解する。 
この作業を通じて、これまで明らかにされてきたことと、いまだに明らかになっていな

いことの“仕分け”ができる。 
３．自分で調べた先行研究について様々な角度から検討し、先人の研究結果に誤りはない

か、さらには、自分独自の調査分析を通じて、新たに明らかにできることや発見はない

か、などを探っていく。この過程で、研究対象に関連する幅広い情報や資料を自力で集

めることになる。 
調査研究を進めながら、自分の考えの“裏付け”となる“証拠”をそろえていく。 

４．そろえた“証拠”を使って、可能なかぎり客観的・科学的な分析を行なう。 
５．得られた研究結果を、自分の言葉で文章化する。 

誤字脱字、文法の誤りに十分留意し、他人が読んで分かる文章にする。 

■卒業論文提出までのスケジュール 

3 回生 
 ４月～9 月 プレゼミを行い、テーマを探る 
 10 月～翌年 3 月 テーマ決定、先行研究の収集と読み込み 



4 回生 
 4 月～7 月 ゼミ（曜日未定）に出席し、初稿執筆を進める 
 7 月下旬 研究計画書（初稿の一部を以て代替 4,000 字以上）を事務室へ提出 
 夏期休暇   各自で調査、分析、執筆を進める 

9 月下旬 8,000 字以上の初稿執筆完了  修正作業を行う 
 10 月以降 コロキアム発表、初稿完成（12,000 字以上）に向けて執筆、編集 
 11 月 20 日頃 初稿完成  徹底した修正、編集作業を行う 
 12 月 20 日頃 卒業論文を事務室へ提出 

1 月下旬 試問会 

■ゼミ生の研究テーマ（一例） 

2019 年度 
・他界に伸びる幽霊の下半身 ～幽霊画における幽霊の下半身表現の変遷～ 
・着物の柄の変遷 ―扇柄に着目して－ 
・小堀遠州作品（枯山水庭園）の特徴分析 －江戸時代の庭園から－ 
・天神像から見る菅原道真の印象の変化 －御霊、天神各信仰を踏まえて－ 

■注意点 

・卒業研究を進めるのはみなさん自身です。週 1 回のゼミには必ず参加して、少しずつ執筆
するようにしてください。執筆と修正作業の繰り返しを経て、ようやく卒業論文が完成し
ます。早期に着手し、コツコツと書きためることが大切です。 

・ゼミでは各自の研究報告と質疑応答、コロキアム発表の練習などを行ないます。 
・資料収集や調査研究にあたっては、図書館を活用してください。また、各種のデータベー

スも役に立ちます。 
・論理的な文章を書くように心がけてください。 
・誤字脱字、文法の誤りがある文章は、何度でも修正してもらいます。 

■まずは面接を 

この研究室への配属を考えている人は、事前に下記アドレス宛にメールで連絡の上、夢告
館 606 に来てください。その際、現時点での卒業研究の構想について説明してください。 

連絡先：中安真理 mnakayas@mail.doshisha.ac.jp  


